
　

特
別
支
援
学
校
は
、
障

害
の
あ
る
一
人
ひ
と
り
の

子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
た

支
援
と
学
び
を
保
障
す
る

大
切
な
場
で
す
。
と
こ
ろ

が
今
、
そ
の
過
密
化
、
教

室
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

千
葉
県
の
教
室
不
足
は

２
５
９
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

２
位
。
あ
る
学
校
で
は
、

生
徒
増
な
の
に
増
築
さ
れ

ず
、
理
科
室
や
図
書
室
、

音
楽
室
な
ど
を
次
々
に
普

通
教
室
に
変
え
て
き
ま
し

た
。
隣
の
教
室
に
響
く
か

ら
と
、
音
楽
は
「
大
き
な
声

で
歌
わ
な
い
、
太
鼓
を
強

く
叩
か
な
い
」
授
業
で
す
。

雨
の
日
は
体
育
館
も
満
杯

で
廊
下
が
グ
ラ
ン
ド
替
わ

り
。「
パ
ニ
ッ
ク
や
、
小

さ
な
怪
我
は
日
常
茶
飯
事
」

と
、
先
生
は
訴
え
て
い
ま

す
。

　

共
産
党
は
、
こ
う
し
た

実
態
を
示
し
、
早
急
な
解

消
を
要
求
。
県
も
対
策
の

必
要
性
を
認
め
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

県
内
の
特
別
支
援
学
校

に
通
う
生
徒
は
、
5
年
間

で
８
３
８
人
も
増
加
。
本

来
な
ら
、
毎
年
、
一
校
ず

つ
学
校
を
増
や
す
べ
き
で

す
が
、
県
は
こ
の
14
年
間
、

特
別
支
援
学
校
を
一
つ
も

新
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

同
じ
よ
う
に
生
徒
が
増

え
続
け
て
い
る
埼
玉
、
茨

城
、
東
京
、
神
奈
川
で
は

学
校
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

共
産
党
は
、「
千
葉
県
も
整

備
方
針
を
つ
く
り
、
学
校

の
新
設
で
過
密
化
解
消
を
」

と
、
県
に
迫

り
ま
し
た
。

　後期高齢者医療制度の保険証切り替えが８月１日に行われました。

千葉県では、保険料滞納者（一万一千人余）のうち、約２０００人か

らの正規保険証取り上げが危ぐされます。長期滞納者には、罰則と

して６ヶ月間の短期保険証が送られますが、そういう人は年金が月

額１万５千円に満たない人たちです。受診抑制で悲惨な事態をまね

かないためにも、保険料が高すぎて払

えない高齢者からの正規保険証取り上げ

（短期保険証発行）は止めるべきです。

　共産党の議会での追及や後期高齢者

医療広域連合への要請、県民世論をう

けて、短期保険証の期限が切れる来年

２月の更新時、窓口に短期保険証を受

け取りに行けない人には郵送を検討して

いることが明らかになりました。

整
備
方
針
を
つ
く
り
、学
校
の
新
設
を

後期高齢者
医療制度

　

小
・
中
学
校
、
県
立
高
校
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
過
密
化
・
教
室

不
足
が
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、

特
別
支
援
学
校
の
「
設
置
基
準
」
が
、

国
に
も
県
に
も
な
い
か
ら
で
す
。
そ

の
た
め
、
教
室

の
面
積
も
バ
ラ

バ
ラ
、
音
楽
室

な
ど
特
別
教
室

が
な
く
な
っ
て

も
、
問
題
に
も

な
ら
な
い
の
で

す
。
共
産
党
は
、

設
置
基
準
が
必

要
だ
、
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

　

ク
ー
ラ
ー
設
置
は
実
現

　

こ
の
間
、
共
産
党
が
繰
り
返
し
と

り
あ
げ
た
、
特
別
支
援
学
校
の
す
べ

て
の
普
通
教
室
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
が
よ
う
や
く
実
現

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
過

密
化
・
教
室
不
足
の
解
消
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　共産党は、県民運動と力を合わせて、子ども

の医療費助成制度の拡充を繰り返し求めてきま

した。12月から千葉県の助成対象（入・通院）

が小学3年生まで拡がります。県は、実施する

市町村にたいして費用の2分の1（千葉市は6分

の1）を負担。助成内容は、各市町村によって

違います。

　短期証発行件数

千葉市 ２９３
船橋市 ３
松戸市 ５
市川市 ０
柏　市 ５
習志野市 １０
八千代市 ６

教室不足で音楽室を普通教室に
転用。ピアノはそのままです。

（7月 22日現在　共産党調査）

小
・
中
学
校
と
同
様
に
「
設
置
基
準
」
を

子ども医療費助成
12月から　全県で小学3年まで
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院
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田
村　
智
子　 

加
藤　
英
雄 

　
元
千
葉
県
議（
柏
市
）

日
本
共
産
党
千
葉
県
議
会
議
員
団

小
松　
　

実

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

丸
山　

慎
一

（
船
橋
市
）

岡
田　

幸
子

（
市
川
市
）

み
わ　

由
美

（
松
戸
市
）

住
み
よ
い
千
葉
県
・
平
和
な
日
本
を
め
ざ
し
て

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す

明るい民主県政をつくる会の県への要請行動を激励する
日本共産党県議団（右から、丸山、みわ、岡田、小松の各県議）



　

北
総
教
育
事
務
所
に
関
す
る

「
内
部
告
発
」
が
共
産
党
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
県
庁
不

正
経
理
問
題
で
幹
部
返
還
金
の
カ

ン
パ
を
職
員
に
強
制
し
て
い
る
、

高
額
会
費
パ
ー
テ
ィ
ー
で
裏
金
を

つ
く
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
。

共
産
党
の
追
及
で
、
県
は
、
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
。「
事

実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
」
と
の

こ
と
で
す
が
、
か
つ
て
は
内
部
告

発
を
門
前
払
い
。
今
回
、
調
査
し

た
こ
と
は
一
歩
前
進
で
す
。

　

組
織
ぐ
る
み
の
不
正
行
為

　

未
完
成
な
工
事
を
「
完
成
」
と

偽
っ
た
安
房
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

の
虚
偽
報
告
事
件
。「
工
事
完
成
」

が
嘘
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
後

も
、
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
職
員
、

幹
部
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
、
事

実
を
隠
し
続
け
ま
し
た
。
共
産
党

は
「
上
か
ら
下
ま
で
組
織
ぐ
る
み

の
不
正
行
為
だ
」
と
指
摘
し
、
担

当
者
個
人
の
責
任
だ
、
と
す
る
県

の
姿
勢
を
正
し
ま
し
た
。

　

「
幕
引
き
」
は
か
る

　

自
民
党
に
批
判
の
声

　

不
正
を
横
行
さ
せ
て
き
た
県

庁
の
根
深
い
闇
に
メ
ス
を
入
れ

る
こ
と
は
、
議
会
と
し
て
の
責
任

　　　意 見 書 の 趣 旨

法人税率引き下げと消費税増税に反対す
る意見書

「政治とカネ」の疑惑の徹底解明を求める
意見書

後期高齢者医療制度の速やかな廃止を求
める意見書

労働者派遣法の抜本改正と、徹底審議を
求める意見書
備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求
める意見書

国に特別支援学校の設置基準をつくるこ
とを求める意見書

 共産 自民 民主 公明 市社無 

 ○ ×  ×  × ○ 

 ○ ×  ×  ×  ○ 

 ○ ×  ×  ×  ○ 

 ○ ×  ×  ×  ○ 

 ○ ×  ×  ×  ○

 ○ ×  ×  ×  ×

　○ 賛成　 × 反対　各党派の態度は…

県
が
補
助
金　
　

億
円
を
だ
す
会
社
が
大
リ
ス
ト
ラ

　

県
が
50
億
円
、
茂
原
市
が
40
億

円
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ

Ｓ
ア
ル
フ
ァ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
（
Ｉ
Ｐ

Ｓ
α
）
を
め
ぐ
る
日
立
グ
ル
ー
プ

の
大
リ
ス
ト
ラ
が
大
き
な
不
安
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

日
立
Ｄ
Ｐ
社
が
保
有
し
て
い
た

Ｉ
Ｐ
Ｓ
α
株
が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
へ

譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

日
立
Ｄ
Ｐ
社
か
ら
Ｉ
Ｐ
Ｓ
α
に
出

向
し
て
い
た
５
０
０
人
は
、
給
与

減
額
な
ど
労
働
条
件
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
別
の
日
立
系
会
社

か
ら
出
向
し
て
い
た
３
０
０
人
も

15
％
の
給
与
カ
ッ
ト
の
う
え
、
姫

路
工
場
へ
配
転
で
す
。「
今
で
も

苦
し
い
の
に
給
与
が
減
ら
さ
れ
た

ら
生
活
で
き
な
い
」
な
ど
、
悲
痛

な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
家
族

　昨年、自民党は「定住外国人への地方参政権付与に反対する
意見書」「選択的夫婦別姓に反対する意見書」を多数の力で可
決。県民から「世界の流れへの逆行だ」との声があがりました。

 
産業界の言い分を代弁
　 6月議会では、「地球温暖化政策の抜本的な変更」を求める
質問を行い、同様の意見書を強行しました。「地球温暖化ＣＯ2
原因説は世界じゅうの科学者の9割が否定」などと主張し、国
連の報告書に集約された世界130カ国2千人の専門家による科
学的な知見の到達を何の根拠も示さずに切り捨てています。
　また財界と同様に「過剰な規制は日本経済を衰退させる」と
述べるなど、産業界の言い分を代弁し、温暖化防止の国際的
な努力に敵対する姿を露わにしました。

の
都
合
な
ど
で
姫
路
に
行
け
な
い

人
は
退
職
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

日
立
Ｄ
Ｐ
社
は
、
第
二
弾
の
リ

ス
ト
ラ
と
し
て
、
新
会
社
を
設
立

し
、
労
働
者
３
０
０
０
人
の
う
ち

２
０
０
０
人
を
新
し
い
会
社
に
転

籍
・
出
向
さ
せ
ま
す
。
54
歳
以
上

は
30
％
の
給
与
カ
ッ
ト
。
教
育
費

が
か
さ
み
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え

て
い
る
世
代
の
年
収
が
大
幅
ダ
ウ

ン
で
す
。

　

補
助
金
凍
結
を
拒
み
、

　

静
観
す
る
だ
け
の
県
で

　

よ
い
の
か

　

県
内
有
数
の
企
業
で
、
し
か
も

県
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
企
業

を
め
ぐ
っ
て
の
数
千
人
規
模
の
リ

ス
ト
ラ
強
行
は
、
労
働
者
の
生
活

や
地
域
経
済
に
極
め
て
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。

　

共
産
党
は
、
県
に
事
態
の
掌
握

と
必
要
な
手
だ
て
を
取
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
県
は
、
た

だ
静
観
し
て
い
る
だ
け
。「
地
域

経
済
の
活
性
化
と
雇
用
確
保
」
が

名
目
だ
っ
た
県
補
助
金
の
凍
結
も

拒
み
ま
し
た
。
こ
ん
な
姿
勢
で
県

民
の
暮
ら
し
と
地
域
経
済
を
守
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

で
す
。
と
こ
ろ
が
自
民
党
は
、
昨

年
、
議
会
に
設
置
し
た
「
不
正
経

理
調
査
特
別
委
員
会
」
へ
の
地
方

自
治
法
百
条
に
基
づ
く
強
力
な
調

査
権
限
の
付
与
や
、
前
知
事
、
幹

部
職
員
の
参
考
人
招
致
な
ど
に
反

対
し
ま
し
た
。
6
月
議
会
で
は
、

共
産
党
が
他
党
と
共
同
提
案
し
た

「
不
正
経
理
問
題
調
査
特
別
委
員

会
再
設
置
」
も
拒
み
、
わ
ず
か
ば

か
り
の
議
員

報
酬
カ
ッ
ト

で
、
「
幕
引

き
」
を
は
か

ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

上
場
株
式
等
の
配
当
益
、
譲
渡

益
に
対
す
る
税
率
軽
減
の
特
例
措

置
を
一
年
延
長
す
る
県
条
例
改
定

が
、自
民
、民
主
、公
明
の
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
減
税
に
よ

る
県
税
へ
の
影
響
額
は
、今
年
度
で

24
億
６
８
０
０
万
円
、
２
０
０
３

年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
累
計
で

３
６
１
億
円
に
上
り
ま
す
。

　

共
産
党
は
、
汗
し
て
働
く
庶
民

は
増
税
、
株
で
「
濡
れ
手
で
粟
」

の
大
資
産
家
は
減
税
と
い
う
の
は

「
逆
立
ち
税
制
だ
」
と
、
反
対
し
ま

し
た
。

日本共産党

県
庁
の
根
深
い
闇
を
厳
し
く
追
及

内
部
告
発
の
調
査
結
果
を
報
告
さ
せ
る

ＩＰＳα社のリストラ問題で、県に雇用対策を
求める日本共産党（右から、岡田、みわ、小松、
丸山の各県議）

5
0

5

　

大
金
持
ち
へ
の
減
税
延
長

　

で
今
年
度
影
響　
　

億
円

2

県
庁
の
根
深
い
闇
を
厳
し
く
追
及

内
部
告
発
の
調
査
結
果
を
報
告
さ
せ
る


